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(57)【要約】
【課題】　生活習慣病を克服するためには、個人のモチ
ベーションを巻き込んで、自己の血糖値や血圧など複数
のデータ推移を把握して、自己管理能力を向上させるこ
とが必須である。しかしながら個人が測定したデータを
継続的に適切に記載・管理・保存することは非常に困難
なことで、医療情報データベースづくりが困難であるこ
との原因でもある。
【解決手段】　身近な存在であるゲーム機などの端末に
医療情報のマルチデータ読み込み・入力、データ管理・
解析・表示機能を設け、直感的操作でデータ採取管理が
でき、リアルタイムにデータを確認して強力なバイオフ
ィードバック効果で自己管理能力を向上させることがで
きる。端末に通信機能を設け、同じ悩みを持つ仲間と情
報交換したり、医療機関の医師からアドバイスを受けた
り、データベースとして医療機関や自治体・国家機関に
データを転送したりすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人の様々な医療情報を測定・撮影する種々の装置からデータを読み込む、あるいはデ
ータを入力することができ、それらのデータを管理・解析・表示することによって、バイ
オフィードバック効果により測定者の身体自己管理の質向上を促し、さらに通信機能によ
って医療機関や地方自治体・国家機関、あるいは同一データ測定者とのデータあるいはそ
の付随情報を相互にやりとりできる、小型端末。
【請求項２】
　請求項１に記載の端末で、必要によってはソフトウェアを変更することによって種々の
医療情報測定装置に対応し、
身長計、体重計、体温計、体脂肪計、体組成計、血圧計、心拍数測定装置、心電図測定装
置、脳波測定装置、歩数計、
赤血球数測定装置、ヘモグロビン測定装置、ヘマトクリット測定装置、ＭＣＶ・ＭＣＨ・
ＭＣＨＣ測定装置、白血球数測定装置、血小板数測定装置、ＣＲＰ測定装置、ＨＢｓ抗原
測定装置、ＨＣＶ抗体測定装置、
血糖測定装置、血中ケトン体測定装置、ＨｂＡ１ｃ測定装置、フルクトサミン測定装置、
総コレステロール測定装置、中性脂肪測定装置、アルブミン測定装置、総タンパク測定装
置、ＡＳＴ測定装置、ＡＬＴ測定装置、ガンマＧＴＰ測定装置、ＡＬＰ測定装置、ＬＤＨ
測定装置、ＺＴＴ・ＴＴＴ測定装置、総ビリルビン測定装置、コリンエステラーゼ測定装
置、ＬＡＰ測定装置、ＢＵＮ測定装置、クレアチニン測定装置、尿酸測定装置、血清アミ
ラーゼ測定装置、各種腫瘍マーカー測定装置、
尿タンパク測定装置、尿糖測定装置、尿潜血測定装置、尿沈査測定装置、尿比重測定装置
、尿ウロビリノーゲン測定装置、便潜血測定装置、
ｐＨ測定装置、
婦人体温計、尿中ｈＣＧ測定装置、
筋力測定装置、筋肉の静止電位測定装置、
スパイロメーター、電子ピークフローメーター、パルスオキシメーター、
呼気一酸化炭素測定装置、血中ニコチン測定装置、
エコー装置、ＣＣＤカメラ、
口臭測定装置、
などのデータを読み込む、あるいはそのデータを入力することができる、小型端末。
【請求項３】
　請求項１、請求項２に記載の端末で、データやグラフなどの表示画面、操作のための十
字キーや選択ボタンあるいはキーボードなどの装置を持つ、小型ゲーム機、小型音楽プレ
ーヤー、ＰＤＡ、携帯電話、などの小型端末で、
暗証番号や指紋認証などによって個人を識別し、
読み込まれたあるいは入力されたデータを内部クロックによって時間識別し、
カメラを内蔵しており画像データをとりこむことができ、
データの経時変化をグラフ化して表示でき、さらにグラフは時間単位、日単位、週単位な
ど好みの設定で表示でき、
データの微小な差を増幅して表示でき、
測定し忘れを防ぐアラーム機能などを有し、
測定し忘れた場合にも前後のデータの推移から予測・補正してグラフ表示することができ
、数値の向上によって成長・変化するキャラクター表示機能、画面やキャラクターのカス
タマイズ機能、日記機能、などを併せ持つ、小型端末。
【請求項４】
　請求項１、請求項２、請求項３に記載の端末で、
同様の数値測定を行う者あるいはデータ管理を行う医療機関や国家機関などとの通信が可
能で、データあるいはその付随情報を相互に送受信できる機能を持ち、
さらに至近距離であれば同種小型端末どうしでデータのやりとりが可能であり、
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ＵＳＢ接続、ＩＥＥＥ接続、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続、Ｗｉｆｉ接続、赤外線接続などの
接続方式、あるいはその他の、端末とコンピュータ、端末どうしを接続することのできる
、端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　医療情報のデータ通信・管理方法。バイオフィードバック効果による生活習慣病の予防
・改善技術。健康自己管理の質向上のためのエンターテインメント・ゲーム機能。
【背景技術】
【０００２】
　生活習慣病に関する血糖値や血圧などのデータは、本来家庭でこまめに測定して記録・
管理することが望ましいが、多くの場合医療機関でのみ測定されており、その測定頻度も
低く、周期にもばらつきがある。
【０００３】
　現在のところ、体重、体脂肪、血圧、血糖などいくつかのデータを測定できる特殊装置
とコンピュータの組み合わせて健康管理を行うシステムは存在するが、あまり知られてい
ない。さらにこのシステムの問題点は、測定装置が特殊であるため、測定したいデータが
変われば新しい測定装置を購入せねばならず、データ管理についても別の方法を用意しな
くてはならないことであり、なにより測定データを見るにもパソコンを起動せねばならず
、煩雑である。
【０００４】
　医療機関の電子カルテ化にともなって、個人の医療情報をデータベース化する動きがあ
るが、データの採取方法や採取データの管理方法など、一元化すべき問題が山積している
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　生活習慣病には、生活習慣の自己管理によって改善できるものが多いにも関わらず、適
切な自己管理を継続することは誰にでもできるというものではない。多くの人は、漠然と
悪いと知っていながらも現行の生活習慣を改めることができず、メタボリックシンドロー
ムなどのさらなる悪循環から逃れることができない、という状況にいる。
【０００６】
　生活習慣病の撃退に最も必要なのは、患者の健康自己管理に関するモチベーションを巻
き込むことである。そのためにはまず、データ採取・管理の煩雑さがなく、さらにデータ
を採取することが楽しいと思えるようなシステムが必要である。さらに同じ悩みをもつ仲
間を端末を通して見つけることができ、疎外感を感じることなく、仲間とともに自己管理
能力に磨きをかけられるようなシステムが必要である。
【０００７】
　多くの臨床医が抱える悩みとして、糖尿病などの慢性疾患の退院後のコントロールがあ
げられる。たとえば入院時には定期的な、そして頻回の測定によって把握できていた血糖
値なども、退院後にはデータが量的にも信頼性という意味でも不足しており、果たしてき
ちんとコントロールされているのか疑わしい、という状況に甘んじることになる。
【０００８】
　生活習慣病は近い将来、国家の医療経済を著しく圧迫すると予測されており、平成２０
年度からは厚生労働・経済産業・総務の３省の働きかけで、個人の健康情報をデータベー
ス化し、医療機関での履歴や家庭での血圧測定結果などをデータベースに保存・閲覧でき
るモデル事業が開始される。しかしながらこの事業には、まず個人が医療機関に出向き血
圧などを測定する、あるいは家庭で血圧などを測定しもれなくしっかりと記録してそのデ
ータを保管する、という前提が必要である。さらにデータベースとして意味を持つために
は多様なデータ収集が肝要であり、この事業が個人の生活習慣病予防、ひいては医療経済
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の改善に即効性を持つためには、個人が様々なデータの自己収集と管理を容易に行え、さ
らに医療機関や自治体、国家機関にとっても、データベースの入り口部分、つまりデータ
の採取時に、誰がデータを採取しても、同じようにそのデータが処理・保管されるような
システムが必須である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　生活習慣の自己管理のためには、個人の医療情報の読み込み・入力機能を持ち、それら
のデータの一括管理・解析・表示できる端末の開発が必須である。さらに、健康の総合管
理のためには、血糖値、血圧、中性脂肪、コレステロールなどの生活習慣病に必須の項目
だけではなく、測定対象が多くなることは否めない。そこで、測定対象によってソフトウ
ェアを入れ替えれば、端末がどのような測定対象にも対応し、すべてのデータに関して一
元的に保存・管理がなされる必要がある。
【００１０】
　個人が健康データの収集・管理を容易に楽しく、しかも継続的に行えるように、端末は
誰にとっても非常に身近で、医療機器であることを感じさせないような端末である必要が
ある。電源を入れれば即座にデータ採取、あるいはデータ履歴を確認することができ、直
感的に操作して自己管理能力の成長具合を見てとれる、強力なバイオフィードバック効果
を持った端末である必要がある。さらにデータ収集・管理を長続きさせるために、データ
の向上によってキャラクターが成長・変化するなど、エンターテインメント・ゲーム性を
持った端末である必要がある。
【００１１】
　個人で収集・管理されている医療データを、医療機関、自治体あるいは国家機関へと送
信できる通信機能を持った端末が必要である。さらにその通信機能を使って、端末を通し
て、医療機関の担当医師とつながったり、同じ悩みを抱える仲間を探したるすることがで
き、データやメールなど相互のやり取りが可能な端末が必要である。
【発明の効果】
【００１２】
　個人が楽しく継続的に、自身の健康管理のための医療データを採取・管理でき、そのデ
ータを視覚的・直感的に確認することで強力なバイオフィードバック作用が起こり、自己
管理能力を進歩させ、健康を維持することができる。端末を通して、医療機関の担当医師
からアドバイスを受けることができる。端末を通して同じ悩みを持つ仲間を見つけること
ができ、互いに励ましあうことができる。万が一なんらかの疾患に罹患した場合でも、そ
の疾患に関して家庭で採取できるようなデータがあれば、ソフトウェアを変更して同様の
データ採取・管理を行えば、会得した自己管理能力によってその疾患を克服することがで
きる。
【００１３】
　個人が採取したデータは端末に読み込まれる、あるいは端末に入力された段階で、医療
機関レベル、自治体レベル、あるいは国家レベルのデータベースとして利用できる形に管
理されて送信され、医療機関の担当医師は慢性疾患のコントロールを評価しやすく、また
データベースを作るうえでは非常に効率がよく、また非常に信頼性の高いデータベースを
つくることができる。
【００１４】
　個人の自己管理能力が向上することで、医療費は削減され、信頼のおける医療データベ
ースによって今後の医療に関する展望が見える。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　ある糖尿病を患う中年女性が端末を持っており、端末を通してＩ型糖尿病を患う少年と
知り合っているとする。Ｉ型糖尿病は遺伝的にインシュリンを欠くか、インシュリンの量
が少ないために著しい高血糖となる病気で、若年発症し、一生に渡って血糖値測定とイン
シュリン治療を行わなければならない。日本の患者数は１万人くらいである。
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　端末は、本発明の機能を満たすものならばその可能性は様々に考えられるが、本命最初
では誰にとっても身近な存在であり、エンターテインメント・ゲーム性の高い、小型ゲー
ム機とする。
【００１６】
　以下、本発明がどのように効率的に働くかを、図１を使って説明する。
【００１７】
　中年女性が２ａを用いて血糖測定する。データは１ａに転送されて読み込まれ、以前の
データと合わさってグラフとなり表示される。測定値が満足いくものであれば、グラフ画
面に表示されるキャラクター（設定により自分を表す中年女性のキャラクターでもいいし
、自分好みの動物でもよい）がスリムになったり、笑顔になったりする。逆に不満足なも
のであれば、キャラクターが太ったり、不機嫌になったりするが、この場合は別のキャラ
クターが登場して励ましたりもする。
【００１８】
　１ａを操作してデータの転送を行うと、５を介して６と７にデータが送信され、医療機
関と自治体あるいは国家機関のコンピュータに、データベースとして蓄積される。このデ
ータに関して、医療機関の担当医師からコメントを受けることができる。担当医師の顔写
真を端末のカメラで取り込むこともできる。
【００１９】
　１ａを操作してＩ型糖尿病の少年と連絡をとると、１ａに少年の様子が写真で、あるい
は少年の設定したキャラクターで表示される。１ｂには中年女性の様子が、写真あるいは
キャラクターで表示される。相互に許可しあえばその日の状態が公開されるので、調子が
悪ければ少年を励ますこともできるし、また思わぬタイミングで励ましをもらうこともで
きる。同じ病気で苦しむ人のコミュニティにも、ゲーム機を使ってアクセスできる。
【００２０】
　中年女性が血圧を測定する場合には、ソフトウェアを変更し、３ａで血圧を測定し、デ
ータが１ａに転送される。血糖値と同様、グラフ表示されてその日の状態を以前と比較し
てリアルタイムに知ることができる。データベースに転送され、医師のアドバイスを受け
ることができる。また端末を携帯し忘れて、知人の血圧計で測定したときなどには、その
数値を１ａに入力してデータとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明であるゲーム機を中心とする、データ読み込み・管理・表示の様子と、バ
イオフィードバック効果、医師・仲間との通信効果、一括データ管理の流れ。
【符号の説明】
【００２２】
　１ａ　糖尿病を患う中年女性の端末
　１ｂ　Ｉ型糖尿病を患う少年の端末
　２ａ　糖尿病を患う中年女性の血糖測定器
　２ｂ　Ｉ型糖尿病を患う少年の血糖測定器
　３　　糖尿病を患う中年女性の血圧計
　４ａ　糖尿病を患う中年女性のコンピュータ
　４ｂ　Ｉ型糖尿病を患う少年のコンピュータ
　５　　公共通信網
　６　　医療機関のコンピュータ
　７　　自治体あるいは国家機関のコンピュータ
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摘要(译)

为了克服本发明涉及生活方式相关的疾病，涉及个体的动机，把握多个
数据趋势，如自我血糖和血压，它是必不可少的，以提高自我管理能
力。然而，充分描述，管理和保存个人连续测量的数据是极其困难的，
这也是使得难以创建医疗信息数据库的原因。 的医疗信息的终端，诸如
一个熟悉的存在游戏机的多数据读取，输入被提供有一个数据管理，分
析和显示功能，在数据直观的操作可以被收集管理，检查实时数据通过
强大的生物反馈效果可以提高自我管理能力。终端具备通信功能，或同
事交流信息具有相同的麻烦，或从医生医疗机构方面接受咨询，或者可
以将数据作为数据库转移到医疗机构和当地政府和国家机构。 点域1
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